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I. 研究目的
背景：平成27年度に実施した実態調査で、県内の特に小

規模事業場で、化学物質RAの認知度が低く、理解が不十

分、佐産保センターの存在が知られていない結果となった。

本研究では、県内の特に小規模事業場での化学物質RA

普及のために

①経営者・管理監督者向け研修会(特別編）の出張教育を

実施し、実務者化学物質RA研修会のPR及びその効果検

証

②１）化学物質RA教育研修の系統化及び２）研修手帳の

有用性 以上の２点について検討することを目的とした。
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II. 計画・方法

研修手帳の作成

研修手帳の交付

アンケート回収

まとめ

管理監督者研修会受講証

明書の配布（研修手帳用）

研修会（系統化）実施計画

アンケート発送

経営者・管理監督者向け化学物質RA研修会(特別編）

実務者化学物質RA研修会(研修１から４）

アンケート集計

リーフレット
作成

リーフレット
改訂 研修手帳の改訂

リーフレット
配布

化学物質RA
研修パンフ
レット配布

改訂研修手帳の交付

次年度研修会実施計画

リスクアセスメント研修会 3



② １）化学物質RA研修系統化
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化学物質RAの啓蒙普及による底辺拡大
（特に経営者、管理監督者）

特に小規模事業場への
コントロールバンディ
ングの普及
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② ２）化学物質RA研修手帳

– 研修手帳の目的

– 研修項目０ 特別編及び実務
者向け研修項目１から４の化
学物質RA研修の位置付け

– 事業場実態に応じたフロー
チャートを使った受講が望ま
しい研修会内容の説明

– 研修会項目 研修内容の説
明 お勧めの事業場の特性

– 理解のための質問コーナー
研修修了証明欄

– 解答と評価

〈コンテンツ〉
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研修内容の説明

事業場の特性

理解のための
質問コーナー

研修内容コンテンツ

研修終了証明欄
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III.結果

開催回数：12回

参加事業場数：273事業場

受講者数： 計390名

「安全管理者選任時研修」、「安全衛生推進者養成講習」、

「佐賀県衛生管理者協議会」、建設業労働災害防止協会

佐賀県支部、佐賀県陶磁器工業協同組合、佐賀商工会

議所、佐賀県工業連合会の総会時および事業場の管理

職研修会等に実施。（参加者数、参加事業場は、団体等

に問い合わせた。）

①経営者・管理監督者向け化学物質RA研修会（特別編）
の実施結果
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②実務者化学物質RA研修会（研修１から４）開催実績

研修
番号

研修内容 佐賀 武雄 合計

1 コントロール・バンディング 9 19 28
2 測定データ（検知管）活用RA 8 19 27
3 測定データ（作業環境測定）活用RA 15 37 52
4 爆発火災RA 11 19 30

延べ合計 43 94 137

延べ受講者：137名 （28事業場）

実受講者は100名で特別編受講証明

証を持参した者が69名（69％）

→特別編受講者390名の中で69名

（17.8％）が実務者研修に繋がっている
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実務者向け化学物質RA研修

受講回数（n=100)
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受講者特性及び化学物質RA実施状況

0%

3%
3%

9%

28%57%

10人未満
10-29人
30-49人
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50人未満の事業所 6%

事業規模（派遣、パート含む）（n=65)

実務者化学物質RA研修受講者アンケート集計結果
実務者研修１-４の受講者に11月にアンケートを送付、65名（65％）より有効回答
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実務者化学物質RA研修受講者アンケート集計結果

化学物質RA実施状況
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実務者化学物質RA研修受講者アンケート集計結果

研修手帳について(1)
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研修手帳が有用と思う項目（複数回答）

研修時に手帳の目的や使用方法
の説明を行っていなかった

実務者化学物質RA研修受講者アンケート集計結果

研修手帳について(2)
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IV.考察
• 経営者・管理監督者向け化学物質RA研修により実務者
研修の参加につながる可能性がある。

• 小規模事業場には情報が届きにくい。また研修会の参
加が難しい。

• 実務者研修は化学物質RAを導入済みかつその後の教育
研修に困っている事業場が多く、作業主任者等の有資
格者への専門的教育のニーズが高い。

• 研修手帳の課題として、研修時に目的の明確化と使用
方法の説明が必要である。

・化学物質RAリーフレットの表紙に経営者・管理監督者向け研修（特
別編）、また研修手帳の内容も含んだ改訂を行い、配布する。
・実務者研修時に研修手帳の目的と使用方法を説明し、活用を促す。
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身近なツールを
用いたインフォ
メーション

手帳内容の
反映

化学物質RAリーフレットの改訂

経営者・管理監
督者向け研修会
の内容を表紙に
配置

研修会に来なくても自分で化学物質RAが実施できることを意識14


